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カルボン酸側鎖を有するポリ置換メチレン
の分子設計による疎氷性制御

松本 拓也

神戸大学

講師

これまで、高分子の表面・界面・

接着の制御と解析に携わってきま

した。高分子は側鎖の分子骨格に

よって、高分子表面の性質が大き

く変化します。本研究では、側鎖

が高密度に集積されたポリ置換メ

チレン骨格に着目し、側鎖に高い

親水性を示すカルボン酸を導入し

た高分子を利用し、その高分子表

面の着氷性の制御に取り組みます。

航空機や自動車、インフラの分野では、表面の除氷は非

常に重要であり、着氷性の制御が求められます。高分子

の設計により表面

“水圏” の凍結挙動

の制御から表面の

疎氷性付与に取り

組みます。

水圏機能材料の内部で発生する力を可視化
する超分子メカノフォアの開発

相良 剛光

東京工業大学

准教授

水圏機能材料の内部では大小さま

ざまな力が発生しており、その定

量評価・可視化技術が求められて

いる。本研究では、pN オーダーの

微小な力を可視化するための分子

ツールを開発する。これまでに開

発したシクロファン型超分子メカ

ノフォアの分子構造を、より親水

性の高い分子構造に変更すること

で、蛍光の On/Off スイッチを示す

親水性超分子メカノフォアを創製する。開発した超分子

メカノフォアをヒドロゲルなどに導入し、溶媒による膨

潤、外部から印加する力による伸縮などに応答して蛍光

特性が変化する水圏機能材料を開発する。

サブナノ多孔膜における気相～液相系
水分子の透過性評価と高機能化

都留 稔了

広島大学

教授

21 世紀は「水の世紀」と呼ばれ、

河川水や海水から安全な水をつく

る膜プロセスの実用化が進んでい

ます。今後は、気相中に大量に存

在する水蒸気を水やエネルギー資

源として回収する新技術を開発す

る必要があります。本研究では、

効率的に” 水をつくる” ことを最

終目標として、細孔径 1nm 以下の

シリカ系膜を開発し、気相や液相

の広範囲で透過性を測定することでサブナノ細孔内での

水分子の動的挙動を明らかにするとともに、膜構造の最

適化により高選択性・高透過性水分離膜の開発指針を得

ます。

水圏で接着能が可逆的に変化する
サステイナブル接着剤の開発

曽川 洋光

関西大学

准教授

水分子は、接着界面における水素

結合をはじめとする相互作用に、

大きく影響を与えると考えられて

います。我々の研究室では、海藻

由来の多糖類であるアルギン酸に

ドーパミンを化学修飾したカテ

コール含有アルギン酸を合成し、

これが乾燥条件下で良好な接着能

を示すことを見出しています。本

研究では、アルギン酸が多価イオ

ン添加に伴いゲル化する現象に着目し、湿潤下でも良好

な接着能を発現する水溶性のサステイナブル接着剤を合

成します。水分子が接着能に及ぼす影響を明らかにする

とともに、接着能の可逆的制御に取り組みます。




